The Lepidopterological Society of Japan 


蝶 と 時 Trans. lepid. Soc. Japan 48 (4): 239-242, November 1997 


サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 及び ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ (本 土 亜 種 ) の 精 母 細胞 染色 体 


斎藤 和夫”・ 高 橋 真弓 ? 
D 030 青森 市 幸 畑 2-3-1 青森 大 学 工学 部 生物 工学 科 
2 420 静岡 市 北 安 東 5-13-11 


Notes on spermatocyte chromosomes of Neope goschkevitschii 
(Ménétries, 1857) and Neope niphonica niphonica Butler, 1881 
(Lepidoptera, Nymphalidae, Satyrinae) 


Kazuo Sarrog? and Mayumí TAKAHASHT2 


D Department of Bioscience and Biotechnology, Faculty of Engineering, Aomori University, 
2-3-1, Kohbata, Aomori, 030 Japan 
9 5-13-11, Kita-andó, Shizuoka, 420 Japan 


Abstract The haploid chromosome number in males of Neope goschkevitschii from Twata-shi 
and Nobeoka-shi is 46, with a single element which can be distinguished from the rest by its 
larger size. The chromosome constitutions in two examined males of Neope niphonica ni- 
phonica from Chichigatani of Miyagawa-mura (Mie-ken) differ from each other. The male, No. 
l, has an n, 28-karyotype. In the male, No. 2, the haploid chromosomes total 29 in primary 
spermatocytes and both n, 29- and n, 28-secondary spermatocytes are observed in the second 
division. The n, 29-spermatocyte retains one B chromosome which is the smallest in the 
complement. 
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は じ め に 


日 本 の キマ ダラ ヒ カ ゲ 属 Neope に は サト キマ ダラ ヒ カ ゲ N. goschkevitschii (Ménétries, 1857) (以下 , サ 
ト と 記す ) と ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ N. niphonica Butler, 1881 (以下 , ヤマ と 記す ) の 2 種 が 知ら れ て い 
る . 鴨川 市 及び 静岡 市 の サト ト , 青森 県 岩木 町 百 沢 及び 岳 , 御殿 場 市 の ヤマ 本 土 亜 種 n. niphonica 
Butler, 1881 雄 の 桜 学 的 検討 に よっ て 両者 の 染色 体 構成 は 全く 違っ て いる こと が 明らか に され た 
(Saitoh et al., 1981). その 後 サ ト の 染色 体 は 調査 きれ て いな い が , ヤマ の 染色 体 は 佐渡 島 妙 見 山 。 静 
岡 県 達磨 山北 方 , 静岡 市 井川 峠 , 大 分 県 九重 山 , 宮崎 県 祖母 山 の 本 土 亜 種 , 富津 市 荒木 谷 及 び 東 大 和 
田 の 房総 亜 種 N. n. kiyosumiensis Takahashi et Aoyama, 1981, 屋久 島 投 石 岳 の 屋久 島 亜 種 ヵ mar- 
umoi Esaki et Umeno, 1929 で 調べ られ , これ ら が 何れ も n 28 (の ) の 核 型 を も つこ と が 確か め ら れ て 
いる (斎藤 ほか , 1987; 斎藤 ・ 高 橋 , 1993) 


この 稿 で は , これ まで 未 検 の 磐田 市 及び 延岡 市 の サト , 三重 県 宮川 村 父 ヶ 谷 の ヤマ 本 土 亜 種 の 染色 体 
調査 の 結果 を の べ る 


材料 及び 方 法 


上 記 の 通り サト は 静岡 県 磐田 市 及び 宮崎 県 延岡 市 で 、 ヤマ は 三重 県 宮川 村 父 ヶ 谷 で を られ た . それ ら 
の 飼育 星 か ら 精 巣 を 取り 出し , 乳酸 酢酸 オル セイ ン 2%) 押し つぶ し 標本 を つく っ て 和 染色体 を 観察 し 
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Table 1. Chromosome survey with male pupae of Weope goschkevitschii and Neope niphonica 
niphonica. 
No. of male Total no. of haploid ^ Haploid 
complements chromosome no. 
Taxon Locality Pa Len im detrermined 
; - - (chromosome 
counting Ist div. — 2nd div. constitution) 
Neope goschkevitschii Iwata-shi 2 79 36 46 
Nobeoka-shi 3 147 65 46 
Neope niphonica niphonica Chichigatani, 2 No.1 51 6 28 
Miyagawa-mura No.2 40 27 29 (28 十 1B) 
(Mie-ken) 9 28 











Notes. One large chromosome is always distinguished in the haploid complement in N. gosch- 
kevitschii Every n, 29-complement includes one minute chromosome (B chromosome) in N. 
niphonica. 


染色 体 を 観 祭 検 討 で きた 遇 の 数 , 調べ えた 半数 染色 体 組 の 数 , 確か め ら れ た それ ら の 染色 体 数 (染色 
体 構成 ) を 第 1 表 (Table 1) に まとめ て 示し た . 


観察 結果 


サト キマ ダラ ヒ カ ゲ : 5 由 の それ ぞ れ で 精 母 細胞 染 色 体 を 観察 で きた . 第 1 及び 第 2 分 裂 で は 46 染色 
体 (n, 46) が み ら れ る . 染色 体 数 に 変異 は み ら れ な い (Table 1). 中 期 の 染色 体 は 極 面 観 で は ほぼ 円 形 
に みえ る . 半数 染色 体 組 に は 容易 に 識別 で きる 最大 染色 体 が 一 つ 含 まれ て いる (Figs 1, 2). 


ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ : 2i (No.1 及び No.2) で 精 母 細胞 染色 体 を 観察 し た . 中 期 染色 体 は 極 面 観 で 
は は ほぼ 円 型 で ある (Figs3-6). し か し 両者 の 染色 体 構成 は 明らか に 異な っ て いる (Table DD. No.1 で 
は , 調べ られ た 第 1 及び 第 2 精 母 細胞 の 染色 体 数 は 例外 な く ヵ 28 で ある . 特に 注意 を 引く 大 き さ の 
染色 体 は 全く み ら れ な い (Fig.3). No. 2 で は 観察 きれ た 第 1 精 母 細胞 の 染色 体 数 は 全て n, 29 で ある . 
し か し 第 2 分 像 で は n, 29 と n, 28 の 二 種 類 の 第 2 精 母 細胞 が 区 別 き れる (Table 1). n, 29 の 半数 染色 
体 組 に は , 一 見 識別 きれ る 小型 染色 体 が 一 つ 必 ず 含 まれ て いる . この 染色 体 は , fio 28 染色 体 の 何 
れ よ り も 小さ い 最 小 染 色 体 で ある (Figs 4, 5. 精 原 細胞 の 染色 体 の 観察 , 第 1 及び 第 2 分 裂 の 中 期 及 
び 後 期 染色 体 の 横 面 観 で の 観察 は で き な か っ た . 


考察 


サト の 染色 体 数 は n, 46 (2) T, その 半数 染色 体 組 に は 明らか に 区 別 き れる 最大 染色 体 が 一 つ 含ま れ 
る こと が 報告 され て いる (Saitoh et al., 1981). 上 述 の 磐田 市 及び 延岡 市 の サト の 精 母 細胞 染色 体 の 所 
見 は 既知 の 知見 と 変ら ちら ない. し か し , 染色 体調 査 が な され た 個体 群 は まだ 少な い の で 今後 , 多く の 個 
体 群 が 調査 きれ る こと が 望ま し い . 


日 本 の ヤマ は , これ まで 調べ られ て いる 限り で は 三 亜 種 と も 染色 体 数 は 同じ で ヵ 28 (7) で ある 
(Saitoh et al., 1981; 斎藤 ほか , 1987; 斎藤 ・ 高 橋 , 1993). 父 ヶ 谷 の No. 1 の 染色 体 数 は ヵ 28 (2) で 
ある が , No. 2 は 第 1 分 弄 で は n, 29, 第 2 分裂 で は ヵ 29 及び n, 28 の 半数 染色 体 組 が み ら れ る . この 
ヵ 29 と ヵ 28 と の 違い は , 最小 染色 体 一 つの 存在 の 有無 で ある . 観察 結果 か ら 推 す と , この 最小 染色 
体 は B 染 色 体 以下, B と 記す ) で 一 価 の 状態 に あり , 第 1 分裂 で 分 裂 す る こと な く 何 れ か の 一 極 に 
移動 する の で , 染色 体 数 の 異な る n29 E n28 の 第 2 精 母 細胞 が つく られ る よう に な る と 考え られ る 
従っ て 精 母 細胞 の 半数 染色 体 組 は , No. 1 で は 28 個 の 2 価 染 色 体 だ け M=% 1 分裂 中 期 ),28 個 の 
1 価 染 色 体 だ け (IM 第 2 分 裂 中 期 ) の 正規 の 染色 体 構成 で あり , No.2 で は 2 価 染色 体 28 個 プ ラス 
1 価 の Bl 個 (IM), 28 個 の 1 価 染色 体 プ ラス 1 価 の BI OM), 1 価 染色 体 28 個 だ け (IIM) の 構成 
で ある . また , No.2 で 複数 の B を も つと 判断 され る 第 1 精 母 細胞 及び B を 保有 し て いな い 第 1 精 母 
細胞 が 共に 観察 され て いな い 事 実 を 併せ 考え る と , この No.2 は , 1B の 個体 で 精 原 細胞 に も 1180 B 
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Figs 1-6. Spermatocyte chromosomes of Neope goschkevitschii and Neope niphonica ni- 
phonica. |-2. Haploid complements (n, 46) in primary spermatocytes of goschkevitschii 
(1: male from Iwata-shi ; 2: male from Nobeoka-shi). 3-4. Haploid complements in 
primary spermatocytes of No. 1 and No. 2 males of niphonica niphonica (3: No. | male. 
n, 28 ; 4: No.2 male. n, 29). 5-6. Haploid complements in secondary spermatocytes 
of No. 2 male of niphonica niphonica (5: n,29; 6: n, 28). Arrow indicates B chromo- 
some. Scale bar represents ca 5 um. 


が 含ま れ て いる と 思わ れる . な お 第 1 分 像 の 極 面 観 を 検討 する 限り で は , この B が 2 価 染 色 体 の 何れ 
か と 共に 3 価 染色 体 を つく る 傾向 は な いよ うに 判断 され る . 今後 、 ヤ マ 父 ヶ 谷 個体 群 の B の 保有 状況 
を 更に 精査 する 必要 が ある . 


ジャ ノ メ チ ョ ツウ 亜 科 の B 染色 体 は , 日 本 で は これ まで 報告 きれ て いな い . 
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まとめ 


凡 精 巣 の 押し つぶ し 標本 (オル セイ ン 染 色 ) に よっ て サト キマ ダラ ヒ カ ゲ (磐田 市 及び 延岡 市 ) お よ 
び ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ 本 土 亜 種 (三重 県 宮川 村 父 ヶ 谷 ) の 精 母 細胞 染色 体 を 観察 し た . 


サト は 染色 体 数 が ヵ 46 (1 ID で 半数 染色 体 組 に は 容易 に 識別 きれ る 最大 染色 体 一 個 が 含ま れ て いる . 
ヤマ の No. 1 の 染色 体 数 は ヵ 28 (LT) で ある が No. 2 は ヵ 29 (D ; 29,28 (I) で ある . n, 29 の 精 母 細 
胞 に は 1 価 の B 染色 体 が 1 個 含ま れ て いる . B は 半数 染色 体 組 中 の 最小 染色 体 で . その 識別 は 容易 で 
ある . この No.2 は 検討 の 結果 1B の 個体 と 見 な され る . 今後 ヤマ 父 ヶ 谷 個体 群 の B の 保有 状況 を 精 
査 する 必要 が ある . 
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Summary 


Spermatocyte chromosomes of Neope goschkevitschii from Iwata-shi (Shizuoka-ken) and Nobeoka- 
shi (Miyazaki-ken), and those of Neope niphonica niphonica from Chichigatani of Miyagawa-mura 
(Mie-ken) were examined with lacto-acetic orcein-squashes of pupal testes. 


In the males of goschkevitschii examined, 46 chromosomes were observed in the first and second 
divisions in spermatocytes. Each of the haploid complements comprises a single element which can 
be distinguished from the rest by its larger size. Such karyological features have also been observed 
in the males of this species previously investigated (Saitoh et al., 1981). Two males, No. 1 and No. 
2, of niphonica niphonica demonstrated that their chromosome constitutions in spermatocytes are 
quite different from each other. The male, No. 1, has an ヵ , 28-karyotype. In the male, No. 2, on 
the contrary, a total of 29 chromosomes are observed at first metaphase and both n, 29- and n, 
28-complements can be distinguished at second metaphase. The existence of a supernumerary 
element (B chromosome) is characteristic of the ヵ , 29- primary and secondary spermatocytes observed 
in No.2. The B chromosome is evidently much smaller in size than any of the remaining 28 
chromosomes : it is the smallest in the haploid complement. From these findings, the conclusion 
can be drawn that a single B chromosome is retained in the primary spermatocyte and it migrates 
undividedly to one of the two poles in the later stages of the first division, resulting in the production 
of the n, 29- and n, 28- secondary spermatocytes. |. Consequently, the male, No. 2, is a 1B individual. 
A further cytogenetic inquiry into the Chichigatani-population is necessary in the near future. 
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